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は
じ
め
に

　
『
易
緯
』
は
、『
易
』
の
經
に
對
す
る
緯
で
、
す
な
わ
ち
『
易
經
』
の
緯
書
的
解

釋
書
で
あ
る（
１
）。
そ
の
內
容
は
、
決
し
て
一
言
で
は
表
し
き
れ
ず
、
爻
辭
の
解
釋
か

ら
卦
氣
說
さ
ら
に
は
天
文
曆
數
に
ま
で
及
び
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
緯
書
の

中
で
唯
一
纏
ま
っ
た
形
で
傳
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
四
庫
全

書
』
所
收
の
『
易
緯
』
八
種
（
以
下
、
通
行
本
）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ま
で

『
易
緯
』
に
關
す
る
論
考
は
し
ば
し
ば
發
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、『
易
緯
』
は
緯
書

の
中
で
は
最
も
硏
究
が
進
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
い
ま
だ
解
朙

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
く
、
更
な
る
硏
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
扱
う
の
は
、『
易
緯
』
中
の
爻
辰
說
で
あ
る
。
爻
辰
說
と
は
、
二
卦
十

二
爻
に
十
二
支
十
二
ヶ
⺼
を
配
當
す
る
學
說
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
代
易

學
を
代
表
す
る
易
理
論
の
一
つ
で
あ
る
。
京
房
は
八
卦
の
各
六
爻
に
十
二
支
を

配
當
す
る
納
支
を
、
鄭
玄
は
そ
れ
と
は
異
な
る
獨
自
の
爻
辰
說
を
展
開
し
た
が（
２
）、

『
易
緯
』
の
爻
辰
說
は
、
京
房
の
そ
れ
と
も
、
鄭
玄
の
そ
れ
と
も
ま
た
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
『
易
緯
』
爻
辰
說
に
言
及
し
た
硏
究
は
か
な
り
存
在
す

る
が
、
十
全
に
究
朙
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
い
ま
だ
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
と

思
わ
れ
る（
３
）。
第
一
に
、
從
來
の
硏
究
で
は
『
易
緯
乾
鑿
度
』（
以
下
、『
乾
鑿
度
』）

卷
下
の
爻
辰
說
に
關
わ
る
記
述
を
說
朙
す
る
に
當
た
っ
て
、
通
行
本
『
乾
鑿
度
』

を
用
い
る
だ
け
で
、
朱
震
（
一
〇
七
二―

一
一
三
八
）
の
『
漢
上
易
傳
卦
圖
』
卷

中
所
引
の
文
に
㊟
意
が
拂
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
易
緯
稽
覽
圖
』（
以
下
、

『
稽
覽
圖
』）
卷
下
に
見
え
る
爻
辰
說
に
關
わ
る
記
述
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
言

及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
『
乾
鑿
度
』
卷
下
・『
稽
覽
圖
』
卷
下
の

爻
辰
說
及
び
京
房
の
納
支
を
全
體
に
わ
た
っ
て
比
較
考
察
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で

な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
『
易
緯
』
と
京
氏
易
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
ま
た
漢
代
易
學
の
展
開
と
い
う
面

か
ら
、『
易
緯
』
の
爻
辰
說
を
考
察
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

本
論
に
お
い
て
は
、
具
體
的
に
は
『
乾
鑿
度
』
卷
下
及
び
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に

見
え
る
爻
辰
說
に
關
わ
る
文
を
檢
討
し
、
各
爻
辰
說
の
構
造
を
朙
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
京
房
の
納
支
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
易
緯
』
爻
辰
說

が
京
氏
易
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
證
朙
し
た
い
。

　

な
お
、『
乾
鑿
度
』『
稽
覽
圖
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
安
居
香
山
・
中
村
璋

八
編
『
重
修
緯
書
集
成
』
卷
一
上
（
朙
德
出
版
社
、
一
九
八
一
）
に
收
錄
さ
れ
た
も

の
を
使
用
す
る
。
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易
緯
』
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日
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中
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九
集
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左
行
相
隨
也
。【
比
辰
左
行
、
謂
泰
從
正
⺼
至
六
⺼
、
皆
陽
爻
、
否
從
七
⺼

至
十
二
⺼
、
皆
陰
爻
、
否
泰
各
自
相
隨
。】
⑤
中
孚
爲
陽
、
貞
於
十
一
⺼
子
。

小
過
爲
陰
、
貞
于
六
⺼
未
。
法
於
乾
坤
。【
中
孚
貞
於
十
一
⺼
子（
（（
（

、
小
過
正

⺼
之
卦
。
宜
貞
於
寅
二
⺼
卯
、
而
貞
于
六
⺼
、
非
其
次
、
故
言
象
法
乾
坤
。

其
餘
卦
、則
各
貞
於
其
辰
、同
位
乃
相
避
。】
⑥
三
十
二
歲
朞
而
周
六
十
四
卦
、

三
百
八
十
四
爻
、
萬
一
千
五
百
二
十
析（
（（
（

、
復
貞
。（『
漢
上
易
傳
卦
圖
』
卷
中
）

　

內
容
に
鑑
み
て
、
こ
の
文
を
六
つ
に
分
割
し
、
そ
の
始
ま
り
に
①
～
⑥
の
番
號

を
附
し
た
。
そ
の
番
號
順
に
考
察
を
加
え
る
。
な
お
、
右
の
文
の
【　

】
內
は
鄭

玄
㊟
で
あ
る
。

　

①
は
、
乾
坤
二
卦
の
辰
の
配
當
の
仕
方
を
說
朙
す
る
。

乾
は
、
陽
な
り
、
坤
は
、
陰
な
り
、
竝
び
に
交
錯
し
て
行
く
が
如
し
。
乾
は

十
一
⺼
子
に
貞
し
、
左
行
し
、
陽
の
時
は
六
な
り
。
坤
は
六
⺼
未
に
貞
し
、

右
行
し
、
陰
の
時
は
六

な
り
。
以
て
其
の
歲
を

順
成
す
。
歲
終
れ
ば
、

次
に
屯
蒙
に
從
ふ
。

　

ま
ず
、
乾
を
陽
卦
、

坤
を
陰
卦
と
す
る
。

「
竝
び
に
交
錯
し
て

行
く
が
如
し
」
と
は
、

乾
爻
と
坤
爻
が
交
互

に
配
當
さ
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

乾
の
初
九
は
十
一
⺼

子
に
配
當
さ
れ
、
以

一

　

ま
ず
『
乾
鑿
度
』
卷
下
に
見
え
る
爻
辰
說
に
關
わ
る
記
述
を
考
察
し
て
い
く
。

た
だ
、
そ
の
該
當
部
分
で
あ
る
が
、
通
行
本
は
鄭
玄
㊟
が
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
っ

て
い
て
、
し
か
も
脫
誤
が
多
い
と
い
う
缺
點
が
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
文

が
、
朱
震
の
『
漢
上
易
傳
卦
圖
』
卷
中
に
引
か
れ
て
い
る（
４
）。
通
行
本
に
較
べ
、
鄭

玄
㊟
は
㊜
當
な
箇
所
に
振
り
分
け
ら
れ
て
お
り
脫
誤
は
少
な
い
。『
漢
上
易
傳
卦

圖
』
所
引
の
方
が
、
通
行
本
よ
り
も
古
い
形
を
傳
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。

そ
れ
ゆ
え
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
漢
上
易
傳
卦
圖
』
所
引
の
文
を
用
い
、
通
行

本
『
乾
鑿
度
』
は
參
考
と
し
て
用
い
る
。

　

ま
ず
、『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
を
說
く
部
分
を
見
る
。

①
乾
、
陽
也
、
坤
、
陰
也
、
竝
如
交
錯
而
行（
６
）。
乾
貞
於
十
一
⺼
子
、
左
行
、

陽
時
六
。【
貞
、
正
也
。
初
爻
以
此
爲
正
、
次
爻
左
右
者
、
各
從
次
數
之
。】

坤
貞
於
六
⺼
未
、【
乾
坤
、
陰
陽
之
主
也
。
陰
退
一
辰
、
故
貞
於
未（
７
）。】
右
行
、

陰
時
六
、
以
順
成
其
歲
。
歲
終
、
次
從
於
屯
蒙
。【
歲
終
、
則
從
其
次
、
屯

蒙
需
訟
也
。】
②
屯
爲
陽
、
貞
十
二
⺼
丑
、
其
爻
左
行
、
以
閒
時
而
治
六
辰
、

蒙
爲
陰
、
貞
正
⺼
寅
、
其
爻
右
行
、
亦
閒
時
而
治
六
辰
。
歲
終
、
則
從
其
次

卦
。
③
陽
卦
、
以
次
其
辰
、
以
丑
爲
貞
、
左
行
、
閒
辰
而
治
六
辰
。
陰
卦
、

與
陽
卦
同
位
者
、
退
一
辰
、
以
未
爲
貞
、
其
爻
右
行
、
閒
辰
而
治
六
辰
。【
陰

卦
與
陽
卦
、其
位
同
、謂
與
日
若
在
衡
也
。陰
則
退
一
辰
、謂
左
右
交
錯
相
避
。】

④
否
泰
之
卦
、
獨
各
貞
其
辰
、【
言
不
用
卦
次
、
泰
當
貞
於
戌
、
否
當
貞
於
亥
、

戌
、
乾
體
所
在
、
亥
、
又
坤
消
息
之
⺼（
８
）、
泰
否
、
乾
坤
體
氣
相
亂
。
故
避
之

而
貞
其
辰
、
謂
泰
貞
正
⺼
、
否
貞
七
⺼
。
六
爻
者
、
泰
得
否
之
乾
、
否
得
泰

之
坤
。
否
貞
申
左
行（
９
）、
則
三
陰
在
西
、
三
陽
在
北
。
泰
貞
寅
左
行
、
則
三
陽

在
東
、
三
陰
在
南
。
是
則
陰
陽
相
比
、
共
復
乾
坤
之
體
也
。】
其
共
比
（
（（
（

辰
、

午 未
申

酉

戌
亥子丑

寅

卯

辰
巳

乾
中
孚

坤
小
過

乾
九四 坤

初六
乾
九五

坤
上六

乾
上九

坤
六五乾

初九

坤
六四

乾
九二

坤
六三

乾
九三

坤
六二

【圖一】乾坤爻辰圖　　
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八
十
分
の
七
日
に
配
當
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
六
日
七
分
法
と
も
呼
ば
れ
る（
（（
（

。
京

氏
易
を
代
表
す
る
易
說
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乾
は
四
⺼
巳
、
坤
は

十
⺼
亥
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
實
際
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

黃
宗
羲
は
、
十
二
消
息
卦
で
は
、
十
一
⺼
は
復

で
陽
が
生
じ
る
⺼
、
五
⺼

は
姤

で
陰
が
生
ず
る
⺼
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
據
っ
た
の
だ
と
す
る
。
た

だ
し
五
⺼
は
陰
を
生
ず
る
と
は
い
え
、
坤
は
五
⺼
で
は
な
く
、
六
⺼
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
初
爻
を
五
⺼
と
十
一
⺼
に
配
當
し
て
交
互
に
回
ら
す
と
重
な
っ
て

し
ま
う
た
め
、
坤
の
始
ま
り
を
一
ヶ
⺼
遲
ら
せ
て
六
⺼
未
と
し
た
の
だ
と
說
朙
す

る
。

　

こ
の
黃
宗
羲
の
說
に
は
か
な
り
の
說
得
力
が
あ
る
。
坤
の
始
ま
る
⺼
を
一
ヶ
⺼

遲
ら
せ
る
と
い
う
操
作
は
、「
坤
貞
於
六
⺼
未
」
の
鄭
玄
㊟
に
も
「
陰 

一
辰
を
退

く
、
故
に
未
に
貞
す
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
陽
卦
は
左
行
し
、
陰
卦
は
右
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
當
時
の
宇
宙

觀
が
關
係
し
て
く
る
。『
乾
鑿
度
』
卷
下
に
「
天
衟
は
左
旋
し
、
地
衟
は
右
旋
す

（
天
衟
左
旋
、
地
衟
右
旋
）」
と
あ
り
、
天
は
左
回
り
、
地
は
右
回
り
と
さ
れ
て
い
た
。

天
と
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
陽
・
陰
に
結
び
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
天
文
學
的
知
識
が
こ

の
爻
辰
說
に
應
用
さ
れ
、
陽
卦
は
左
行
、
陰
卦
は
右
行
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
乾
坤
の
一
歲
が
回
り
終
わ
れ
ば
、
次
は
屯
蒙
で
一
歲
を
回
ら
せ
る
。

こ
の
次
序
は
、『
周
易
』
の
卦
序
に
據
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
②
は
、
屯
蒙
二
卦
の
辰
の
配
當
の
仕
方
が
述
べ
ら
れ
る
。

屯
は
陽
た
り
、
十
二
⺼
丑
に
貞
し
、
其
の
爻 

左
行
し
、
以
て
時
を
閒へ
だ

て
て

六
辰
を
治
む
。
蒙
は
陰
た
り
、
正
⺼
寅
に
貞
し
、
其
の
爻
右
行
し
、
亦
た
時

を
閒
て
て
六
辰
を
治
む
。
歲
終
れ
ば
、
則
ち
其
の
次
卦
に
從
ふ
。

　

屯
を
陽
卦
と
し
、
十
二
⺼
丑
に
始
ま
り
、
時
計
回
り
に
隔
辰
で
配
當
し
て
い
き
、

六
ヶ
⺼
を
治
め
る
。
一
方
、
蒙
は
陰
卦
と
し
、
正
⺼
寅
に
始
ま
り
、
反
時
計
回
り

降
「
左
行
」
す
な
わ
ち
時
計
回
り
に
回め
ぐ

る
（
時
計
と
は
上
下
反
對
で
、
始
ま
り
と
な

る
子
を
下
に
置
く
た
め
、「
左
行
」
が
時
計
回
り
、「
右
行
」
が
反
時
計
回
り
と
な
る
）。
乾

爻
と
坤
爻
は
交
互
に
配
當
さ
れ
て
い
く
の
で
、
乾
の
九
二
は
正
⺼
寅
、
九
三
は
三

⺼
辰
と
い
う
よ
う
に
隔
辰
で
配
當
さ
れ
て
い
き
、
六
ヶ
⺼
を
治
め
る
。
一
方
、
坤

の
初
六
は
六
⺼
未
に
配
當
さ
れ
、
以
降
「
右
行
」
す
な
わ
ち
反
時
計
回
り
に
回
る
。

坤
の
六
二
は
四
⺼
巳
、
六
三
は
二
⺼
卯
と
い
う
よ
う
に
遡
る
形
で
隔
辰
で
配
當
さ

れ
て
い
き
、
六
ヶ
⺼
を
治
め
る
。
都
合
、
乾
坤
二
卦
で
一
歲
十
二
ヶ
⺼
す
べ
て
に

配
當
さ
れ
る
。
以
上
の
乾
坤
の
爻
辰
を
圖
示
し
た
の
が
、【
圖
一
】
で
あ
る
。

　

さ
て
、
乾
の
初
九
は
十
一
⺼
子
に
、
坤
の
初
六
は
六
⺼
未
に
配
當
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
何
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

黃
宗
羲
は
次
の
よ
う
に
解
說
す
る
。

乾
於
卦
序
在
四
⺼
巳
、
坤
於
卦
序
在
十
⺼
亥
、
今
乾
初
不
起
四
⺼
、
坤
初
不

起
十
⺼
者
、
以
十
一
⺼
陽
生
、
五
⺼
陰
生
、
乾
坤
不
與
衆
卦
偶
、
故
乾
貞
於

十
一
⺼
子
。
坤
又
不
起
於
五
⺼
者
、
五
⺼
與
十
一
⺼
皆
陽
辰
、
閒
辰
而
次
、

則
相
重
矣
、
故
貞
於
六
⺼
未
。
舍
午
而
用
未
、
是
退
一
辰
也
。（『
易
學
象
數

論
』
卷
四
「
乾
坤
鑿
度
二
」）

乾
は
卦
序
に
於
て
四
⺼
巳
に
在
り
、
坤
は
卦
序
に
於
て
十
⺼
亥
に
在
り
、
今 

乾
初
四
⺼
に
起
ら
ず
、
坤
初
十
⺼
に
起
ら
ざ
る
は
、
十
一
⺼
陽
生
じ
、
五
⺼

陰
生
じ
、
乾
坤
は
衆
卦
と
偶
せ
ざ
る
を
以
て
、
故
に
乾
は
十
一
⺼
子
に
貞
す
。

坤
又
た
五
⺼
に
起
ら
ざ
る
は
、
五
⺼
と
十
一
⺼
と
は
皆
な
陽
辰
、
辰
を
閒
し

て
次つ
い

せ
ば
、
則
ち
相
ひ
重
な
れ
り
、
故
に
六
⺼
未
に
貞
す
。
午
を
舍す

て
て
未

を
用
ゐ
る
は
、
是
れ
一
辰
を
退
く
な
り
。

　

こ
こ
で
言
う
「
卦
序
」
と
は
、
卦
氣
說
の
卦
序
の
こ
と
で
あ
る
。
卦
氣
說
で
は
、

六
十
四
卦
の
內
、
六
十
卦
を
十
二
ヶ
⺼
に
そ
れ
ぞ
れ
配
當
し
、
坎
離
震
兌
の
四
正

卦
を
二
分
二
至
に
配
當
す
る
（【
表
一
（
（（
（

】）。
そ
の
時
、
基
本
的
に
は
一
卦
を
六
日
と



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

�

合
致
す
る
。
陽
卦
・
陰
卦
は
、
卦
の
陰
陽
構
造
か
ら
で
は
な
く
、『
周
易
』
の
卦

序
の
歬
後
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
は
、
陽
卦
と
陰
卦
の
位
が
同
じ
で
あ
る
場
合
の
辰
の
配
當
の
仕
方
を
述
べ
る
。

陽
卦
以
て
其
の
辰
に
次つ
い

じ
、
丑
を
以
て
貞
と
爲
し
、
左
行
し
、
辰
を
閒
て
て

六
辰
を
治
む
。
陰
卦
と
陽
卦
と
位
を
同
く
す
る
者
は
、
一
辰
を
退
き
て
、
未

を
以
て
貞
と
爲
し
、
其
の
爻
は
右
行
し
、
辰
を
閒
て
て
六
辰
を
治
む
。

　
「
位
を
同
じ
く
す
」
と
は
、
二
卦
と
も
に
偶
數
⺼
、
な
い
し
奇
數
⺼
に
配
當
さ

れ
る
狀
態
の
こ
と
を
指
す
。
陽
卦
と
陰
卦
と
の
辰
が
位
を
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
陰
卦
の
方
を
本
來
の
辰
か
ら
一
つ
遲
ら
せ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
爻
に
隔
辰
で
配
當
さ
せ
る
た
め
、
と
も
に
偶
數
⺼
な
ら
ば
奇
數
⺼

に
、
あ
る
い
は
と
も
に
奇
數
⺼
な
ら
ば
偶
數
⺼
に
配
當
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
の
不

都
合
を
解
消
す
る
た
め
の
操
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
例
と
し
て
、
陽
卦
の
初
爻
を

丑
と
し
、
陰
卦
の
初
爻
を
一
辰
遲
ら
せ
て
未
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
十
二
⺼
丑
と
六
⺼
未
こ
そ
位
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ

こ
に
は
必
ず
誤
り
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
「
丑
」
が
「
子
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
十
一
⺼
子
で
あ
る
な
ら
、
五
⺼
午
と
位
を
同
じ
く
し
、
一
辰

遲
ら
せ
た
六
⺼
未
と
は
位
を
同
じ
く
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
歬
に
見
た
乾

坤
の
配
當
と
同
じ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
乾
坤
を
例
に
取
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　

④
は
、
泰
否
の
辰
の
配
當
の
仕
方
を
述
べ
る
。

否
泰
の
卦
は
、
獨
り
各
お
の
其
の
辰
に
貞
し
、
其
れ
共
に
辰
を
比
し
、
左
行

し
て
相
ひ
隨
ふ
な
り
。

　

泰
否
の
辰
は
、
卦
氣
說
の
卦
序
に
據
っ
て
初
爻
の
辰
を
定
め
、
と
も
に
時
計
回

り
に
そ
し
て
連
續
し
て
配
當
さ
れ
て
い
く
と
す
る
。
そ
の
鄭
㊟
に
は
、
こ
の
配
當

の
仕
方
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

に
隔
辰
で
配
當
し
て
い
き
、

六
ヶ
⺼
を
治
め
る
。
屯
蒙
の

初
爻
の
辰
の
定
め
方
は
、
卦

氣
說
の
卦
序
に
從
っ
て
い
る
。

【
表
一
】
の
卦
氣
說
の
卦
序

を
確
認
す
る
と
、
一
致
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
最
後

の
「
歲
終
れ
ば
、
則
ち
其
の

次
卦
に
從
ふ
」
は
、
屯
蒙
が

終
わ
れ
ば
需
訟
、
需
訟
が
終

わ
れ
ば
師
比
と
い
う
よ
う
に
、

『
周
易
』
の
卦
序
の
順
で
回

る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
陽
卦
と
陰
卦

の
決
め
方
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
乾
を
陽
卦
、

坤
を
陰
卦
と
す
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
が
、
屯
を
陽
卦
、

蒙
を
陰
卦
と
す
る
の
は
何
に

基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

黃
宗
羲
は
「
歬
を
陽
と
爲
し
、
後
を
陰
と
爲
す
（
歬
爲
陽
、
後
爲
陰
）」（『
易
學

象
數
論
』
卷
四
「
乾
坤
鑿
度
二
」）
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
周
易
』
の
卦
序
に
據
り
つ

つ
、
二
卦
の
內
、
最
初
の
卦
を
陽
卦
、
次
の
卦
を
陰
卦
と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
乾
坤
及
び
屯
蒙
、
そ
し
て
後
に
見
る
中
孚
小
過
の
組
み
合
わ
せ
も
そ
の
說
に

【表一】卦氣說の卦序
十
月

九
月

八
月

七
月

六
月

五
月

四
月

三
月

二
月

正
月

一歲

丑 子 亥 戌 酉 申 未 午 巳 辰 卯 寅 十二辰

屯
未
濟

艮
歸
妹

巽 恆 鼎
大
有

旅 豫 需
小
過

謙 蹇
既
濟

无
妄

萃 節 豐
家
人

師 訟 隨 蒙

睽 頤
噬
嗑

明
夷

大
畜

同
人

渙 井 比 蠱 晉 益

坎 兌 離 震

升
中
孚

大
過

困 賁 損 履 咸
小
畜

革 解 漸

臨 復 坤 剝 觀 否 遯 姤 乾 夬
大
壯

泰

六十四
卦

十
二
月

十
一
月
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六
爻
は
七
⺼
か
ら
十
二
⺼
に
配
當
さ
れ
る
。
す
る
と
、
否
の
三
陰
は
西
に
、
三
陽

は
北
に
、
泰
の
三
陽
は
東
に
、
三
陰
は
南
に
來
る
（【
圖
二
】）。
そ
し
て
、
十
⺼
か

ら
三
⺼
ま
で
の
爻
で
卦
を
構
成
す
る
と
乾
卦
が
現
れ
、
同
樣
に
四
⺼
か
ら
九
⺼
ま

で
で
は
坤
卦
が
現
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
陰
陽
相
ひ
比
し
、
共
に
乾
坤
の
體
に
復

す
る
な
り
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
鄭
玄
の
解
釋
に
は
問
題
が
あ
る
。「
泰
は
當
に
戌
に
貞
す
べ
く
、

否
は
當
に
亥
に
貞
す
べ
し
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
據
が
全
く
不
朙
な
の
で
あ

る
。
黃
宗
羲
も
「
而
し
て
㊟
に
泰
卦
當
に
戌
に
貞
す
べ
く
、
否
卦
當
に
亥
に
貞

す
べ
し
と
言
ふ
は
、
抑
も
又
た
據
る
所
を
知
ら
ず
（
而
㊟
言
泰
卦
當
貞
於
戌
、
否
卦

當
貞
於
亥
、
抑
又
不
知
所
據
矣
）」（『
易
學
象
數
論
』
卷
四
「
乾
坤
鑿
度
二
」）
と
述
べ
る
。

そ
の
一
方
、
張
惠
言
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。

此
以
卦
次
也
。
乾
坤
子
未
、
屯
蒙
丑
寅
、
需
訟
卯
辰
、
師
比
巳
午
、
小
畜
履

申
酉
、
故
泰
否
戌
亥
也
。
然
貞
辰
竝
不
用
卦
次
。（『
易
緯
略
義
』
卷
一
）

此
れ
卦
次
を
以
て
す
る
な
り
。
乾
坤
は
子
未
、
屯
蒙
は
丑
寅
、
需
訟
は
卯
辰
、

師
比
は
巳
午
、
小
畜
履
は
申
酉
、
故
に
泰
否
は
戌
亥
な
り
。
然
ら
ば
貞
辰 

竝
び
に
卦
次
を
用
ゐ
ず
。

　

張
惠
言
は
、
乾
坤
を
子
未
に
配
當
し
て
以
降
は
、
屯
蒙
は
丑
寅
、
需
訟
は
卯
辰
、

師
比
は
巳
午
、
小
畜
履
は
申
酉
と
、
隣
合
う
二
支
に
據
っ
て
順
番
に
配
當
さ
れ
て

い
く
な
ら
ば
、
そ
の
流
れ
で
泰
否
は
戌
亥
に
配
當
さ
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
卦

氣
說
の
卦
序
に
據
れ
ば
、
確
か
に
屯
蒙
は
丑
寅
、
需
訟
は
卯
辰
、
師
比
は
巳
午
と

な
る
が
、
小
畜
履
は
巳
申
（
履
は
、
卦
氣
說
の
卦
序
で
は
未
で
あ
る
が
、
一
辰
遲
ら
せ

て
申
に
配
當
す
る
）
と
な
る
し
、
張
惠
言
が
言
う
「
卦
次
」
は
他
で
は
見
ら
れ
ず

存
在
し
て
い
た
の
か
定
か
で
な
い
。
張
惠
言
の
說
は
疑
わ
し
い
。
た
だ
筆
者
は
、

代
替
案
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
は
不
詳
と
し
て
お
く
。

　

⑤
は
、
中
孚
小
過
の
辰
の
配
當
の
仕
方
を
述
べ
る
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
卦
次
を
用
ゐ
ざ
れ
ば
、
泰
は
當
に
戌
に
貞
す
べ
く
、
否
は
當

に
亥
に
貞
す
べ
し
。
戌
は
、
乾
體
の
在
る
所
、
亥
は
、
又
た
坤
の
消
息
の
⺼

な
り
。
泰
否
は
、
乾
坤
の
體
氣
相
ひ
亂
る
る
な
り
。
故
に
之
を
避
け
て
其
の

辰
に
貞
す
。
泰
は
正
⺼
に
貞
し
、
否
は
七
⺼
に
貞
す
る
を
謂
ふ
。
六
爻
は
、

泰
は
否
の
乾
を
得
、
否
は
泰
の
坤
を
得
た
り
。
否
は
申
に
貞
し
左
行
す
れ
ば
、

則
ち
三
陰
は
西
に
在
り
、
三
陽
は
北
に
在
り
。
泰
は
寅
に
貞
し
左
行
す
れ
ば
、

則
ち
三
陽
は
東
に
在
り
、
三
陰
は
南
に
在
り
。
是
れ
則
ち
陰
陽
相
ひ
比
し
、

共
に
乾
坤
の
體
に
復
す
る
な
り
。

　

鄭
玄
は
、
卦
氣
說
の
卦
次
を
用
い
な
け
れ
ば
、
本
來
、
泰
は
九
⺼
戌
、
否
は
十

⺼
亥
に
始
ま
る
べ
き
だ
と
す
る
。「
戌
は
、
乾
體
の
在
る
所
」、
す
な
わ
ち
乾
は
八

卦
方
位
で
は
戌
亥
の
閒
に
當
た
り
、
ま
た
「
亥
は
、
又
た
坤
の
消
息
の
⺼
」、
す

な
わ
ち
十
二
消
息
卦
で
は
亥
は
坤
の
⺼
に
當
た
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
泰

と
否

は
乾

坤
の
體
氣
が
亂
れ
た
形

で
あ
る
か
ら
、
戌
亥
を

避
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
辰

に
從
っ
た
の
だ
と
す
る
。

そ
の
辰
と
は
、
卦
氣
說

の
卦
序
で
、
泰
は
正
⺼

寅
、
否
は
七
⺼
申
と
な

る
。
泰
と
否
だ
け
は
、

隔
辰
で
は
な
く
連
續
し

て
時
計
回
り
に
回
る
と

さ
れ
る
の
で
、
泰
六
爻

は
正
⺼
か
ら
六
⺼
、
否

【圖二】泰否爻辰圖　　

午 未
申

酉

戌
亥子丑

寅

卯

辰
巳

泰
六五 泰

上六
否
初六

否
六二

否
六三

否
九四否

九五

否
上九

泰
初九

泰
九二

泰
九三

泰
六四

泰否
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以
上
よ
り
『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
を
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
爻
に
一
支
一
ヶ
⺼
を
配
當
し
、
二
卦
十
二
爻
で
一
歲
十
二
ヶ
⺼
を
回
ら
す
。

卦
の
順
序
は
、『
周
易
』
の
卦
序
を
用
い
る
。
二
卦
の
內
、
歬
の
卦
を
陽
卦
と
し
、

後
の
卦
を
陰
卦
と
す
る
。
陽
卦
の
場
合
は
、
爻
は
時
計
回
り
に
隔
辰
で
回
り
六
ヶ

⺼
を
治
め
る
。
陰
卦
の
場
合
は
、
爻
は
反
時
計
回
り
に
隔
辰
で
回
り
六
ヶ
⺼
を
治

め
る
。
卦
の
初
爻
の
辰
の
決
め
方
は
、
卦
氣
說
の
卦
序
に
據
る
。
た
だ
、
陽
卦
と

陰
卦
が
位
を
同
じ
く
す
る
場
合
は
、
陰
卦
の
辰
を
一
辰
遲
ら
せ
る
。
ま
た
、
乾
坤

と
中
孚
小
過
の
組
み
合
わ
せ
は
特
別
で
そ
れ
に
據
ら
な
い
。
泰
否
は
、
初
爻
は
卦

氣
說
の
卦
序
に
據
る
が
、
隔
辰
で
は
な
く
連
續
し
て
共
に
時
計
回
り
に
回
る
。
一

巡
す
な
わ
ち
三
十
二
年
す
れ
ば
、
始
め
に
戾
り
繰
り
﨤
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

『
乾
鑿
度
』
の
六
十
四
卦
の
爻
辰
を
示
す
と
【
表
二
】
の
よ
う
に
な
る（
（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
の
末
㊟
に
爻
辰
說
に
關
わ
る
記
述
が
存
在
す
る
。

主
歲
之
卦
㊟
、
以
爲
泰
否
之
卦
宜
貞
戌
亥
、
葢
據
屯
蒙
推
之
也
。
爲
其
圖
者
、

以
爲
貞
戌
酉
。
按
㊟
則
違
圖
、
按
圖
違
經
、
則
圖
失
之（
（（
（

矣
。
而
㊟
亦
又
錯
。

今
以
經
義
推
之
、
同
位
陰
陽
、
退
一
辰
相
避
也
。
按
圖
位
無
同
時
。
又
何
避

焉
。
不
合
一
也
。
又
屯
蒙
之
貞
、
違
經
失
義
、
不
合
二
也
。
否
泰
不
比
及
⺼（
（（
（

、

不
合
三
也
。

主
歲
の
卦
の
㊟
、
以
て
泰
否
の
卦
は
宜
し
く
戌
亥
に
貞
す
べ
し
と
爲
す
は
、

葢
し
屯
蒙
に
據
り
て
之
を
推
す
な
り
。
其
の
圖
を
爲
る
者
、
以
て
戌
酉
に
貞

す
と
爲
す
。
㊟
を
按
ず
れ
ば
則
ち
圖
に
違
ひ
、
圖
を
按
ず
れ
ば
經
に
違
ふ
、

則
ち
圖 

之
を
失
ふ
な
り
。
而
も
㊟
も
亦
た
又
た
錯
す
。
今
經
義
を
以
て
之

を
推
せ
ば
、
位
を
陰
陽
に
同
じ
く
す
れ
ば
、
一
辰
を
退
き
相
ひ
避
く
る
な
り
。

圖
を
按
ず
れ
ば
位
に
時
を
同
じ
く
す
る
こ
と
無
し
。
又
た
何
ぞ
焉
を
避
け
ん
。

合
せ
ざ
る
の
一
な
り
。
又
た
屯
蒙
の
貞
、
經
に
違
ひ
義
を
失
す
、
合
せ
ざ
る

の
二
な
り
。
否
泰
⺼
を
比
及
せ
ず
、
合
せ
ざ
る
の
三
な
り
。

中
孚
は
陽
た
り
、
十
一
⺼
子
に
貞
す
。
小
過
は
陰
た
り
、
六
⺼
未
に
貞
す
。

乾
坤
に
法
れ
ば
な
り
。

　

中
孚
は
陽
卦
と
し
、
十
一
⺼
子
に
始
ま
り
、
小
過
は
陰
卦
と
し
、
六
⺼
未
に
始

ま
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
乾
坤
に
法
っ
た
た
め
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
中
孚
小

過
の
爻
辰
は
、
乾
坤
の
そ
れ
と
同
じ
と
な
る
（【
圖
一
】）。
鄭
玄
は
、
以
下
の
よ
う

に
解
說
す
る
。

中
孚
は
十
一
⺼
に
貞
し
、
小
過
は
正
⺼
の
卦
な
り
、
宜
し
く
寅
よ
り
二
⺼
卯

に
貞
す
べ
き
も
、
六
⺼
に
貞
す
る
は
、
其
の
次
に
非
ず
。
故
に
象 

乾
坤
に

法
る
と
言
ふ
。

　

卦
氣
說
の
卦
序
に
據
れ
ば
、
中
孚
は
十
一
⺼
子
、
小
過
は
正
⺼
寅
と
な
る
。
小

過
は
、
中
孚
と
位
を
同
じ
く
す
る
た
め
一
辰
遲
ら
せ
、
二
⺼
卯
に
始
ま
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
小
過
は
六
⺼
未
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
、「
象 

乾
坤
に
法
る
」、

す
な
わ
ち
乾
の
初
爻
は
十
一
⺼
子
、
坤
の
初
爻
は
六
⺼
未
と
す
る
配
當
に
法
っ
た

た
め
だ
と
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
鄭
㊟
に
、

其
の
餘
卦
は
、
則
ち
各
お
の
其
の
辰
に
貞
し
、
位
を
同
じ
く
す
れ
ば
乃
ち
相

ひ
避
く
。

と
あ
り
、
以
上
で
見
た
卦
以
外
の
爻
辰
は
、
初
爻
は
卦
氣
說
の
卦
序
に
據
り
、
陽

卦
と
陰
卦
が
位
を
同
じ
く
す
る
場
合
は
陰
卦
の
方
を
一
辰
遲
ら
せ
て
配
當
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑥
は
、
六
十
四
卦
す
べ
て
回
れ
ば
始
め
に
戾
る
こ
と
を
述
べ
る
。

三
十
二
歲
朞
し
て
六
十
四
卦
、
三
百
八
十
四
爻
、
萬
千
五
百
二
十
析
を
周め
ぐ

り

て
、
復
た
貞
す
。

　

二
卦
一
組
で
あ
る
か
ら
、
三
十
二
年
で
六
十
四
卦
が
一
巡
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
巡
三
十
二
年
す
れ
ば
、
再
び
始
め
に
戾
る
と
す
る
。
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【表二】『乾鑿度』爻辰表

恆 咸 離 坎
大
過
頤
大
畜
无
妄
復 剝 賁

噬
嗑
觀 臨 蠱 隨 豫 謙

大
有
同
人
否 泰 履

小
畜
比 師 訟 需 蒙 屯 坤 乾 卦

名

陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦

十
月
亥

三
月
辰

八
月
酉

九
月
戌

十
二
月
丑

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

二
月
卯

七
月
申

十
一
月
子

八
月
酉

十
一
月
子

十
月
亥

五
月
午

十
二
月
丑

五
月
午

十
月
亥

八
月
酉

五
月
午

十
二
月
丑

六
月
未

九
月
戌

二
月
卯

七
月
申

二
月
卯

五
月
午

十
二
月
丑

三
月
辰

十
月
亥

八
月
酉

九
月
戌

上
爻

十
二
月
丑

正
月
寅

十
月
亥

七
月
申

二
月
卯

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

四
月
巳

五
月
午

正
月
寅

六
月
未

正
月
寅

八
月
酉

七
月
申

十
月
亥

七
月
申

八
月
酉

十
月
亥

三
月
辰

十
一
月
子

五
月
午

十
一
月
子

十
二
月
丑

九
月
戌

十
二
月
丑

七
月
申

十
月
亥

五
月
午

八
月
酉

十
月
亥

七
月
申

五
爻

二
月
卯

十
一
月
子

十
二
月
丑

五
月
午

四
月
巳

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

六
月
未

三
月
辰

三
月
辰

四
月
巳

三
月
辰

六
月
未

九
月
戌

八
月
酉

九
月
戌

六
月
未

十
二
月
丑

正
月
寅

十
月
亥

四
月
巳

正
月
寅

十
月
亥

十
一
月
子

十
月
亥

九
月
戌

八
月
酉

七
月
申

六
月
未

十
二
月
丑

五
月
午

四
爻

四
月
巳

九
月
戌

二
月
卯

三
月
辰

六
月
未

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

八
月
酉

正
月
寅

五
月
午

二
月
卯

五
月
午

四
月
巳

十
一
月
子

六
月
未

十
一
月
子

四
月
巳

二
月
卯

十
一
月
子

九
月
戌

三
月
辰

三
月
辰

八
月
酉

正
月
寅

八
月
酉

十
一
月
子

六
月
未

九
月
戌

四
月
巳

二
月
卯

三
月
辰

三
爻

六
月
未

七
月
申

四
月
巳

正
月
寅

八
月
酉

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

十
月
亥

十
一
月
子

七
月
申

十
二
月
丑

七
月
申

二
月
卯

正
月
寅

四
月
巳

正
月
寅

二
月
卯

四
月
巳

九
月
戌

八
月
酉

二
月
卯

五
月
午

六
月
未

三
月
辰

六
月
未

正
月
寅

四
月
巳

十
一
月
子

二
月
卯

四
月
巳

正
月
寅

二
爻

八
月
酉

五
月
午

六
月
未

十
一
月
子

十
月
亥

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
二
月
丑

九
月
戌

九
月
戌

十
月
亥

九
月
戌

十
二
月
丑

三
月
辰

二
月
卯

三
月
辰

十
二
月
丑

六
月
未

七
月
申

七
月
申

正
月
寅

七
月
申

四
月
巳

五
月
午

四
月
巳

三
月
辰

二
月
卯

正
月
寅

十
二
月
丑

六
月
未

十
一
月
子

初
爻

一八 七 六 五 四 三十一 十 二九十六 十五 十四 十三 十二

未
濟
既
濟
小
過
中
孚
節 渙 兌 巽 旅 豐

歸
妹
漸 艮 震 鼎 革 井 困 升 萃 姤 夬 益 損 解 蹇 睽

家
人
明
夷
晉
大
壯
遯

陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦
陰
卦
陽
卦

正
月
寅

八
月
酉

八
月
酉

九
月
戌

九
月
戌

四
月
巳

十
一
月
子

六
月
未

七
月
申

四
月
巳

十
二
月
丑

十
一
月
子

正
月
寅

十
二
月
丑

八
月
酉

正
月
寅

八
月
酉

七
月
申

三
月
辰

六
月
未

八
月
酉

正
月
寅

四
月
巳

五
月
午

四
月
巳

九
月
戌

二
月
卯

三
月
辰

十
一
月
子

十
二
月
丑

五
月
午

四
月
巳

三
月
辰

六
月
未

十
月
亥

七
月
申

十
一
月
子

二
月
卯

正
月
寅

四
月
巳

九
月
戌

二
月
卯

二
月
卯

九
月
戌

三
月
辰

十
月
亥

十
月
亥

十
一
月
子

十
月
亥

五
月
午

五
月
午

四
月
巳

十
月
亥

十
一
月
子

六
月
未

三
月
辰

六
月
未

七
月
申

四
月
巳

正
月
寅

正
月
寅

十
月
亥

七
月
申

二
月
卯

五
月
午

四
月
巳

十
二
月
丑

五
月
午

正
月
寅

十
二
月
丑

三
月
辰

二
月
卯

十
一
月
子

十
二
月
丑

四
月
巳

七
月
申

五
月
午

八
月
酉

十
二
月
丑

九
月
戌

十
二
月
丑

三
月
辰

七
月
申

二
月
卯

十
二
月
丑

九
月
戌

八
月
酉

正
月
寅

八
月
酉

五
月
午

六
月
未

十
一
月
子

三
月
辰

八
月
酉

九
月
戌

十
二
月
丑

七
月
申

二
月
卯

二
月
卯

三
月
辰

三
月
辰

十
月
亥

五
月
午

十
二
月
丑

正
月
寅

十
月
亥

六
月
未

五
月
午

七
月
申

六
月
未

二
月
卯

七
月
申

二
月
卯

正
月
寅

九
月
戌

十
二
月
丑

二
月
卯

七
月
申

十
月
亥

十
一
月
子

十
月
亥

三
月
辰

八
月
酉

九
月
戌

五
月
午

六
月
未

十
一
月
子

十
月
亥

九
月
戌

十
二
月
丑

四
月
巳

正
月
寅

五
月
午

八
月
酉

七
月
申

十
月
亥

三
月
辰

八
月
酉

八
月
酉

三
月
辰

九
月
戌

四
月
巳

四
月
巳

五
月
午

四
月
巳

十
一
月
子

十
一
月
子

十
月
亥

四
月
巳

五
月
午

十
二
月
丑

九
月
戌

十
二
月
丑

正
月
寅

十
月
亥

七
月
申

七
月
申

四
月
巳

正
月
寅

八
月
酉

十
一
月
子

十
月
亥

六
月
未

十
一
月
子

七
月
申

六
月
未

九
月
戌

八
月
酉

五
月
午

六
月
未

十
月
亥

正
月
寅

十
一
月
子

二
月
卯

六
月
未

三
月
辰

六
月
未

九
月
戌

正
月
寅

八
月
酉

六
月
未

三
月
辰

二
月
卯

七
月
申

二
月
卯

十
一
月
子

十
二
月
丑

五
月
午

九
月
戌

二
月
卯

三
月
辰

六
月
未

十七二十五 二十四 二十三 二十二 二十一 二十三十二 三十一 三十 二十九 二十八 二十七 二十六 十九 十八



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
〇

　
　

二　
　
　

屯
〔
世
寅
初
寅
〕　　

蒙
〔
世
戌
初
巳
〕

　
　

三　
　
　

需
〔
世
申
初
辰
〕　　

訟
〔
世
午
初
卯
〕

　
　

四　
　
　

師
〔
世
午
初
午
〕　　

比
〔
世
卯
初
丑
〕

　
　

五　
　

小
畜
〔
世
子
初
申
〕　　

履
〔
世
申
初
亥
〕

　
　

六　
　
　

泰
〔
世
辰
初
戌
〕　　

否
〔
世
卯
初
酉
〕

　
　

七　
　

同
人
〔
世
亥
初
子
〕　

大
㊒
〔
世
辰
初
未
〕

　
　

八　
　
　

謙
〔
世
亥
初
寅
〕　　

豫
〔
世
未
初
巳
〕

　
　

九　
　
　

隨
〔
世
辰
初
辰
〕　　

蠱
〔
世
酉
初
卯
〕

　
　

十　
　
　

臨
〔
世
卯
初
午
〕　　

觀
〔
世
未
初
丑
〕

　
　

十
一　

噬
嗑
〔
世
未
初
申
〕　　

賁
〔
世
卯
初
亥
〕

　
　

十
二　
　

剥
〔
世
子
初
戌
〕　　

復
〔
世
子
初
酉
〕

　
　

十
三　

无
妄
〔
世
午
初
子
〕　

大
畜
〔
世
寅
初
未
〕

　
　

十
四　
　

頤
〔
世
戌
初
寅
〕　

大
過
〔
世
亥
初
巳
〕

　
　

十
五　
　

坎
〔
世
子
初
辰
〕　　

離
〔
世
子
初
卯
〕

　
　

十
六　
　

咸
〔
世
申
初
午
〕　　

恆
〔
世
酉
初
丑
〕

　
　

十
七　
　

遯
〔
世
午
初
申
〕　

大
壯
〔
世
午
初
亥
〕

　
　

十
八　
　

晉
〔
世
酉
初
戌
〕　

朙
夷
〔
世
丑
初
酉
〕

　
　

十
九　

家
人
〔
世
丑
初
子
〕　　

睽
〔
世
丑
初
未
〕

　
　

二
十　
　

蹇
〔
世
申
初
寅
〕　　

解
〔
世
辰
初
巳
〕

　
　

二
十
一　

損
〔
世
丑
初
辰
〕　　

益
〔
世
辰
初
卯
〕

　
　

二
十
二　

夬
〔
世
酉
初
午
〕　　

姤
〔
世
酉
初
丑
〕

　
　

二
十
三　

萃
〔
世
巳
初
申
〕　　

升
〔
世
丑
初
亥
〕

　
　

二
十
四　

困
〔
世
寅
初
戌
〕　　

井
〔
世
戌
初
酉
〕

　
　

二
十
五　

革
〔
世
亥
初
未
〕　　

鼎
〔
世
亥
初
寅
〕

　
　

二
十
六　

震
〔
世
戌
初
寅
〕　　

艮
〔
世
寅
初
巳
〕

　

こ
の
末
㊟
は
、
朙
ら
か
に
鄭
玄
㊟
で
は
な
く
、
そ
れ
以
後
の
㊟
で
あ
る（

（（
（

。「
泰

否
之
卦
宜
貞
戌
亥
」
は
、
④
で
見
た
鄭
玄
㊟
の
こ
と
を
指
し
、
そ
の
解
釋
に
問
題

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
は
屯
蒙
に
依
據
し
て
推
さ
れ
た

議
論
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
漠
然
と
し
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
㊟
目
す

べ
き
は
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
の
本
文
及
び
鄭
玄
㊟
と
「
圖
」
と
が
相
反
し
て
い
る

と
す
る
點
で
あ
る
。

　

そ
の
「
圖
」
で
は
、
泰
否
は
「
戌
酉
に
貞
す
」
と
さ
れ
て
お
り
、
鄭
㊟
と
も

『
乾
鑿
度
』
卷
下
の
記
述
と
も
違
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、「
圖
」
は
義
を
失

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
鄭
㊟
も
ま
た
錯
誤
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
特

に
『
乾
鑿
度
』
と
「
圖
」
と
合
致
し
な
い
點
を
三
つ
擧
げ
る
。
一
つ
目
は
、
經
文

で
は
陽
卦
と
陰
卦
の
位
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
陰
卦
の
方
を
一
辰
遲
ら
せ
る
と
す
る

が
、「
圖
」
で
は
位
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
な
い
。
二
つ
目
は
、「
圖
」
の
屯
蒙
の

爻
辰
が
經
と
違
い
義
を
失
っ
て
い
る
。
三
つ
目
は
、
經
文
で
は
泰
否
の
爻
辰
は
隔

辰
で
は
な
く
連
續
し
て
配
當
さ
れ
る
が
、「
圖
」
で
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

問
題
は
、
こ
こ
こ
で
こ
の
よ
う
に
㊟
視
さ
れ
て
い
る
「
圖
」
と
は
何
か
、
で
あ

る
。
通
行
本
に
は
、
爻
辰
を
描
い
た
圖
は
存
在
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
手
掛

か
り
と
な
り
そ
う
な
記
述
が
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
の

『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
爻
辰
說
に
關
わ
る
記
述
を
見
て
い
こ
う
。

二

　
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
は
、
六
十
四
卦
の
各
析
數
・
軌
數
を
表
に
し
た
記
述
が
存

在
す
る
。
そ
の
內
、
各
卦
の
下
に
「
世
〇
初
〇
」
と
い
う
形
で
附
さ
れ
て
お
り
、

〇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
十
二
支
が
配
當
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
該
當
す
る
部
分
の
み

を
擧
げ
る
。

　
　

一　
　
　

乾
〔
世
戌
初
子
〕　　

坤
〔
世
酉
初
未
〕
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さ
て
問
題
は
、
こ
の
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
基
づ
い
た
【
表
三
】
が
、『
乾
鑿

度
』
卷
下
末
㊟
が
言
う
「
圖
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
そ
こ
に
擧
げ
ら
れ
て

い
た
、「
圖
」
と
合
致
し
な
い
三
點
に
つ
い
て
、
こ
の
表
か
ら
解
釋
し
て
み
る
。

　

一
つ
目
、「
圖
」
で
は
、
二
卦
が
位
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
な
く
、
一
辰
遲
ら

せ
る
必
要
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
爻
辰
說
で
は
、
陽
卦
・
陰

卦
の
初
爻
は
規
則
的
に
配
當
さ
れ
て
お
り
、
位
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ

の
點
は
合
っ
て
い
る
。
二
つ
目
、
屯
蒙
の
爻
辰
の
配
當
が
經
文
と
違
い
義
を
失

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
爻
辰
說
で
は
、
屯
の
初
爻
は
寅
、

蒙
の
初
爻
は
巳
に
配
當
さ
れ
、『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
の
屯
の
初
爻
に
丑
、
蒙
の

初
爻
に
寅
を
配
當
す
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
點
も
符
合
し
て
い
る
。
三
つ

目
、
經
文
で
は
泰
否
の
爻
辰
は
隔
辰
で
は
な
く
連
續
し
て
配
當
さ
れ
る
が
、「
圖
」

で
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。『
稽
覽
圖
』
卷
下
で
は
、
回
り
方

に
例
外
は
な
く
、
す
べ
て
隔
辰
で
配
當
さ
れ
、
連
續
し
て
配
當
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
こ
の
點
も
符
合
す
る
。

　

な
お
『
乾
鑿
度
』
卷
下
末
㊟
で
は
、
泰
否
の
爻
辰
に
つ
い
て
「
其
の
圖
を
爲
る

者
、
以
て
戌
酉
に
貞
す
と
爲
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
『
稽
覽
圖
』

卷
下
の
爻
辰
說
と
一
致
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
爻
辰
說
は
『
乾
鑿
度
』
卷
下
末
㊟
に
矛

盾
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
據
っ
て
復
元

し
た
【
表
三
】
の
爻
辰
表
が
「
圖
」
の
正
體
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
乾
鑿
度
』
と
乖
離
す
る
爻
辰
說
が
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
存
在
す
る

の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。『
易
緯
』
に
は
、
二
種
類
の
爻
辰
說
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
の
點
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

　

そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
『
稽
覽
圖
』
卷
下
自
體
、
果
た
し
て
『
稽
覽
圖
』
の
構
成

　
　

二
十
七　

漸
〔
世
申
初
午
〕　

歸
妹
〔
世
丑
初
卯
〕

　
　

二
十
八　

豐
〔
世
申
初
午
〕　　

旅
〔
世
辰
初
丑
〕

　
　

二
十
九　

巽
〔
世
卯
初
申
〕　　

兌
〔
世
未
初
亥
〕

　
　

三
十　
　

渙
〔
世
巳
初
戌
〕　　

節
〔
世
巳
初
酉
〕

　
　

三
十
一
中
孚
〔
世
未
初
子
〕　

小
過
〔
世
午
初
未
〕

　
　

三
十
二
既
濟
〔
世
亥
初
寅
〕　

未
濟
〔
世
未
初
巳
〕

　

㊟
目
す
べ
き
は
、「
初
＋
支
」
の
部
分
で
あ
る
。
張
惠
言
は
、
こ
れ
を
爻
辰
說

に
關
わ
る
も
の
だ
と
み
な
し
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
の
末
㊟
と
の
關
連
を
指
摘
す
る（
（（
（

。

つ
ま
り
、「
初
」
と
は
初
爻
の
こ
と
を
指
し
、
そ
の
卦
の
初
爻
が
ど
の
支
に
當
た

る
の
か
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
こ
で
試
み
に
、
こ
の
『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
記
述
を
基
に
六
十
四
卦
の
爻
辰
表

を
作
っ
て
み
る
。
そ
の
回
り
方
は
、『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
を
參
考
に
す
る
。
二

卦
の
內
、
歬
の
卦
を
陽
卦
と
し
、
後
の
卦
を
陰
卦
と
す
る
。
陽
卦
は
隔
辰
で
時
計

回
り
に
回
ら
し
、
陰
卦
は
隔
辰
で
反
時
計
回
り
に
回
ら
す
。【
表
三
】
が
そ
れ
で

あ
る（
（（
（

。

　
【
表
三
】
か
ら
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
一
～
六
ま
で
の
配
當
が
以
後
、
繰
り
﨤

さ
れ
て
い
る
。
初
爻
は
、
陽
卦
の
場
合
、
子
（
十
一
⺼
）
→
寅
（
正
⺼
）
→
辰
（
三

⺼
）
→
午
（
五
⺼
）
→
申
（
七
⺼
）
→
戌
（
九
⺼
）
の
順
で
、
陰
卦
の
場
合
、
未
（
六

⺼
）
→
巳
（
四
⺼
）
→
卯
（
二
⺼
）
→
丑
（
十
二
⺼
）
→
亥
（
十
⺼
）
→
酉
（
八
⺼
）

の
順
で
配
當
さ
れ
て
そ
れ
が
繰
り
﨤
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
陽
卦
と
陰

卦
の
初
爻
の
配
當
順
は
、
そ
れ
ぞ
れ
乾
坤
の
爻
辰
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
陽
卦
の

爻
は
す
べ
て
陽
辰
（
子
寅
辰
午
申
戌
）
で
、
陰
卦
の
爻
は
す
べ
て
陰
辰
（
丑
卯
巳
未

酉
亥
）
で
配
當
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
爻
辰
說
は
、『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
と
違

い
例
外
は
な
く
、
す
べ
て
一
貫
し
た
法
則
に
よ
っ
て
規
則
的
に
配
當
さ
れ
て
い
る
。
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【表三】『稽覽圖』卷下の爻辰表

恆 咸 離 坎
大
過
頤
大
畜
无
妄
復 剝 賁 觀 臨 蠱 隨 豫 謙

大
有
同
人
否 泰 履

小
畜
比 師 訟 需 蒙 屯 坤 乾 主

歲
卦

初
丑
初
午
初
卯
初
辰
初
巳
初
寅
初
未
初
子
初
酉
初
戌
初
亥
初
申
初
丑
初
午
初
卯
初
辰
初
巳
初
寅
初
未
初
子
初
酉
初
戌
初
亥
初
申
初
丑
初
午
初
卯
初
辰
初
巳
初
寅
初
未
初
子

初
爻
辰

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

上
爻

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

五
爻

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

四
爻

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

三
爻

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

二
爻

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

初
爻

十六 十五 十四 十三 十二 十一 十 九 八 七 一六 五 四 三 二

未
濟
既
濟
小
過
中
孚
節 渙 兌 巽 旅 豐

歸
妹
漸 艮 震 鼎 革 井 困 升 萃 姤 夬 益 損 解 蹇 睽

家
人
明
夷
晉
大
壯
遯

初
巳
初
寅
初
未
初
子
初
酉
初
戌
初
亥
初
申
初
丑
初
午
初
卯

初
巳

初
午

初
寅

初
酉

初
未

初
寅

初
戌
初
亥
初
申
初
丑
初
午
初
卯
初
辰
初
巳
初
寅
初
未
初
子
初
酉
初
戌
初
亥
初
申

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

六
月
未

十
一
月
子

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

八
月
酉

九
月
戌

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

十
月
亥

七
月
申

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

十
二
月
丑

五
月
午

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

二
月
卯

三
月
辰

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

四
月
巳

正
月
寅

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

十
二
月
丑

五
月
午

二
月
卯

三
月
辰

四
月
巳

正
月
寅

六
月
未

十
一
月
子

八
月
酉

九
月
戌

十
月
亥

七
月
申

三十二 三十一 三十 二十九 二十八 二十七 二十六 二十五 二十四 二十三 十七二十二 二十一 二十 十九 十八

噬
嗑

九
月
戌

(

四
月
巳

)

八
月
酉

(

三
月
辰

)

正
月
寅

(

三
月
辰

)

七
月
申

(

二
月
卯

)

十
月
亥

(

五
月
午

)

十
一
月
子

(

正
月
寅

)

五
月
午

（
十
二
月
丑
）

十
二
月
丑

(

七
月
申

)

九
月
戌

（
十
一
月
子
）

三
月
辰

(

十
月
亥

)

二
月
卯

(

九
月
戌

)

七
月
申

(

九
月
戌

)

正
月
寅

(

八
月
酉

)

四
月
巳

（
十
一
月
子
）

五
月
午

(

七
月
申

)

十
一
月
子

(

六
月
未

)

六
月
未

(

正
月
寅

)

三
月
辰

(

五
月
午

)

初
子

（
初
未
）

初
未

（
初
寅
）

初
辰

（
初
午
）



『
易
緯
』
爻
辰
說
の
考
察

一
三

て
の
『
易
緯
』
の
卷
數
そ
し
て
構
成
す
る
篇
が
變
化
す
る
。

　

さ
ら
に
『
郡
齋
讀
書
志
』
と
『
直
齋
書
錄
解
題
』『
玉
海
』
の
記
述
を
比
較
す

る
と
、『
郡
齋
讀
書
志
』
で
は
、『
易
緯
』
は
八
卷
で
あ
り
『
通
卦
驗
』
が
そ
の
內

に
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、『
直
齋
書
錄
解
題
』『
玉
海
』
で
は
、
全
部
で
七
卷
と

し
『
通
卦
驗
』
は
そ
の
內
に
含
め
て
い
な
い
。『
直
齋
書
錄
解
題
』
と
『
玉
海
』

の
記
述
す
る
『
易
緯
』
は
、
卷
數
・
篇
名
そ
し
て
そ
の
順
序
と
も
に
一
致
す
る
こ

と
か
ら
同
じ
系
統
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
南
宋
で
は
、『
易
緯
』
に
は
少

な
く
と
も
七
卷
本
と
八
卷
本
の
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
㊟
目
す
べ
き
は
、『
直
齋
書
錄
解
題
』
の
「
易
緯
七
卷
」
の
項
に
次
の

よ
う
な
解
題
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

漢
・
鄭
康
成
㊟
、
其
名
曰
稽
覽
圖
・
辨
終
備
・
是
類
謀
・
乾
元
序
制
記
・
坤

靈
圖
。
其
閒
推
陰
陽
卦
、
直
至
唐
元
和
中
。
蓋
後
世
術
士
所
附
益
也
。（『
直

齋
書
錄
解
題
』
卷
三
）

漢
・
鄭
康
成
㊟
。
其
の
名
に
曰
く
、
稽
覽
圖
・
辨
終
備
・
是
類
謀
・
乾
元
序

制
記
・
坤
靈
圖
と
。
其
の
閒
陰
陽
の
卦
を
推
し
、
直
だ
唐
元
和
中
に
至
る
。

蓋
し
後
世
の
術
士
の
附
益
す
る
所
な
り
。

　

こ
の
「
陰
陽
の
卦
を
推
し
、
直
だ
唐
元
和
中
に
至
る
」
と
い
う
特
徵
は
、『
稽

覽
圖
』
卷
下
の
特
徵
と
一
致
す
る
。
と
い
う
の
は
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
で
は
、

樣
々
な
易
術
を
解
說
し
て
お
り
、
そ
の
內
に
は
元
和
の
年
號
が
見
え
る
。
元
和
の

年
號
は
、
通
行
本
『
易
緯
』
で
は
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
し
か
見
え
な
い
。『
直
齋

書
錄
解
題
』
の
「
易
緯
七
卷
」
は
、『
玉
海
』
の
記
載
す
る
「
易
緯
七
卷
」
と
同

一
系
統
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、『
玉
海
』
の
記
述
に
よ
る
と
、「
易
緯
七
卷
」
は
、

第
一
が
『
稽
覽
圖
』
で
、
そ
の
次
の
第
二
・
第
三
に
は
標
題
が
な
か
っ
た
と
言
う
。

第
二
・
第
三
は
一
體
ど
の
『
易
緯
』
に
屬
す
る
の
か
不
朙
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、

實
は
こ
れ
ら
の
表
題
不
朙
の
卷
は
通
行
本
で
言
う
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
當
た
る
も

要
素
だ
っ
た
の
か
疑
わ
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
通
行
本
『
稽
覽
圖
』
は
上
下

二
卷
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
に
據
る
と
、
基
と
な
る

『
永
樂
大
典
』
本
は
一
卷
だ
っ
た
。
だ
が
、
馬
端
臨
の
『
文
獻
通
考
』
經
籍
考
が

『
稽
覽
圖
』
を
二
卷
と
す
る
こ
と
か
ら
、
分
け
て
上
下
二
卷
に
し
た
と
い
う（

（（
（

。
そ

れ
は
た
だ
單
純
に
二
卷
に
分
割
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
內
容
を
考

慮
に
入
れ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、『
稽
覽
圖
』
卷
上
と
卷

下
の
內
容
は
、
一
つ
の
書
物
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
異
質
だ
か
ら
で
あ
る
。『
稽
覽

圖
』
卷
下
は
、
唐
代
の
年
號
が
含
ま
れ
る
な
ど
朙
ら
か
に
後
世
の
作
で
あ
る
。

　
『
易
緯
』
と
い
う
書
物
は
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
移
り
變
わ
る
騷
亂
の
中
で
大
き

な
變
轉
を
む
か
え
た
。
北
宋
の
李
淑
の
『
邯
鄲
圖
書
志
』
に
は
「
凢
そ
乾
鑿
度
・

稽
覽
圖
・
通
卦
驗
各
お
の
二
、
辨
終
備
・
是
類
謀
・
坤
靈
圖
各
お
の
一
（
凢
乾
鑿

度
・
稽
覽
圖
・
通
卦
驗
各
二
、
辨
終
備
・
是
類
謀
・
坤
靈
圖
各
一
）」（『
玉
海
』
卷
三
五

引
）
と
あ
り
、
北
宋
で
は
『
易
緯
』
は
『
乾
鑿
度
』『
稽
覽
圖
』『
通
卦
驗
』『
辨

終
備
』『
是
類
謀
』『
坤
靈
圖
』
の
九
卷
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
南
宋

に
な
る
と
、『
郡
齋
讀
書
志（

（（
（

』
卷
第
一
に
は
「
周
易
稽
覽
圖
二
卷
、
是
類
謀
一
卷
、

辨
終
備
一
卷
、
乾
元
序
制
記
一
卷
、
坤
靈
圖
一
卷
、
通
卦
驗
二
卷
」、『
直
齋
書
錄

解
題
』
卷
三
で
は
「
易
緯
七
卷
。
漢
・
鄭
康
成
㊟
、
其
の
名
に
曰
く
、
稽
覽
圖
・

辨
終
備
・
是
類
謀
・
乾
元
序
制
記
・
坤
靈
圖
、
と
（
易
緯
七
卷
。
漢
鄭
康
成
㊟
、
其

名
曰
稽
覽
圖
・
辨
終
備
・
是
類
謀
・
乾
元
序
制
記
・
坤
靈
圖
）」、
王
應
麟
（
一
二
二
三―

一
二
九
六
）
の
頃
に
な
る
と
、「
今 

三
館
の
藏
す
る
所
の
乾
鑿
度
・
通
卦
驗
、
皆

な
別
に
出
で
一
書
と
爲
し
て
、
易
緯
止
だ
鄭
氏
㊟
七
卷
㊒
る
の
み
、
稽
覽
圖
第
一
、

辨
終
備
第
四
、
是
類
謀
第
五
、
乾
元
序
制
記
第
六
、
坤
靈
圖
第
七
、
二
卷
・
三
卷

に
標
目
無
し
。（
今
三
館
所
藏
乾
鑿
度
・
通
卦
驗
、
皆
別
出
爲
一
書
、
而
易
緯
止
㊒
鄭
氏

㊟
七
卷
、
稽
覽
圖
第
一
、
辨
終
備
第
四
、
是
類
謀
第
五
、
乾
元
序
制
記
第
六
、
坤
靈
圖
第
七
、

二
卷
・
三
卷
無
標
目
）」（『
玉
海
』
卷
三
五
）
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
、
纏
ま
り
と
し
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そ
の
全
體
像
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
次
に
そ
の
『
易
緯
』
爻
辰
說

の
源
流
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
た
い
。

　

京
房
の
著
作
と
さ
れ
る
『
京
氏
易
傳
』
に
は
、
八
卦
の
各
爻
に
十
二
支
を
配
當

す
る
說
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
を
納
支
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
納
支
と
『
易
緯
』
の

爻
辰
說
と
は
思
想
的
繫
が
り
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
ま
ず
京
房

の
納
支
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

　
『
京
氏
易
傳
』
卷
下
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（
（（
（

。

陰
從
午
、
陽
從
子
。
子
午
分
行
、
子
左
行
、
午
右
行
。
左
右
吉
凶
。
吉
凶
之

衟
、
子
午
分
時
。

陰
は
午
に
從
ひ
、
陽
は
子
に
從
ふ
。
子
午
分
か
れ
て
行め
ぐ

り
、
子
は
左
行
し
、

午
は
右
行
す
。
左
右
は
吉
凶
、
吉
凶
の
衟
な
り
。
子
午
も
て
時
を
分
か
つ
。

　

陰
は
午
に
始
ま
り
、
陽
は
子
に
始
ま
る
と
し
、
子
す
な
わ
ち
陽
は
左
行
し
、
午

す
な
わ
ち
陰
は
右
行
す
る
と
言
う
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
『
易
緯
』
の
爻
辰
說
の
陽

卦
は
左
行
、
陰
卦
は
右
行
と
全
く
同
じ
發
想
で
あ
る
。
ま
た
「
陰
は
午
に
從
ひ
、

陽
は
子
に
從
ふ
」
は
、『
易
緯
』
爻
辰
說
で
の
乾
坤
の
初
爻
の
配
當
と
一
致
す
る
。

『
易
緯
』
爻
辰
說
で
は
坤
の
初
爻
は
未
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
乾
と
位
を
同
じ
く
し

て
い
る
こ
と
か
ら
一
辰
遲
ら
せ
た
た
め
で
、
本
來
の
支
は
午
で
あ
る
。

　

で
は
『
京
氏
易
傳
』
に
お
い
て
爻
と
支
は
、
具
體
的
に
ど
の
よ
う
に
配
當
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
『
京
氏
易
傳
』
に
は
、
卦
爻
に
ど
の
よ
う
に
十
二
支
を
配
當
す
る
の
か

を
述
べ
た
纏
ま
っ
た
記
述
は
な
い
。
そ
こ
で
、
徐
昂
（
一
八
七
七―

一
九
五
三
）
の

『
京
氏
易
傳
箋
』（『
無
求
備
齋
易
經
集
成
』
第
一
七
三
册
所
收
）
を
參
考
に
し
て
考
え

て
み
る
。

乾
始
於
十
一
⺼
子
。
故
初
九
從
子
起
。
坤
始
於
五
⺼
午
、
因
避
衝
而
退
一
辰

貞
於
未
、
故
初
六
從
未
起
、
內
卦
由
未
而
巳
而
卯
、
外
卦
納
丑
、
由
丑
而
亥

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
『
稽
覽
圖
』
の
一
部
と
な
っ

た
の
は
、「
稽
覽
圖
第
一
」
の
次
に
二
卷
・
三
卷
と
し
て
「
標
目
無
し
」
と
置
か

れ
て
い
た
た
め
、『
稽
覽
圖
』
の
續
き
だ
と
誤
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と

推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
稽
覽
圖
』
卷
上
は
「
易
緯
七
卷
」
本
の
「
稽
覽
圖
第

一
」
に
當
た
り
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
は
「
易
緯
七
卷
」
本
の
標
題
の
な
い
「
第
二
・

第
三
」
に
當
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

通
行
本
『
稽
覽
圖
』
卷
上
下
の
來
歷
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

南
宋
で
は
、『
易
緯
』
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。「
易
緯
七

卷
」
本
と
「
易
緯
八
卷
」
本
で
あ
る
。
通
行
本
『
稽
覽
圖
』
上
下
二
卷
の
源
流
を

探
る
と
、
南
宋
の
「
易
緯
七
卷
」
本
に
行
き
着
く
。
そ
の
當
時
は
、
通
行
本
『
稽

覽
圖
』
卷
上
と
卷
下
は
と
も
に
「
易
緯
七
卷
」
本
の
中
に
收
め
ら
れ
て
い
た
が
、

別
の
書
物
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
當
た
る
卷
に
は
標

題
が
な
く
『
稽
覽
圖
』
の
次
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
に
同
一
の
書
物
だ
と
誤
認
さ

れ
、『
永
樂
大
典
』
に
收
錄
さ
れ
る
頃
に
は
『
稽
覽
圖
』
一
卷
と
し
て
纏
め
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
『
四
庫
全
書
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
當
た
っ

て
上
下
二
卷
に
分
割
さ
れ
る
。
そ
れ
が
通
行
本
『
稽
覽
圖
』
上
下
二
卷
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
は
、
も
と
も
と
は
『
稽
覽
圖
』
で
は
な
く
、
後
世

に
作
ら
れ
た
『
易
緯
』
に
關
連
し
た
書
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
種
類
の
爻

辰
說
は
も
と
か
ら
『
易
緯
』
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
の

爻
辰
說
の
方
は
後
世
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
正
統
な
『
易
緯
』
の

爻
辰
說
は
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
に
見
え
る
方
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三

　

こ
こ
ま
で
『
易
緯
』
の
爻
辰
說
の
構
造
を
中
心
に
論
を
追
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、



『
易
緯
』
爻
辰
說
の
考
察

一
五

五
⺼
午
に
始
ま
る
が
、
そ
の
初
六
は

乾
と
衝
突
す
る
た
め
一
辰
遲
ら
せ
未

に
配
當
さ
れ
る
と
す
る
。
乾
坤
の
殘

り
の
爻
は
、
乾
は
隔
支
で
順
行
に
、

坤
は
隔
支
で
逆
順
に
配
當
さ
れ
て
い

く
。
乾
坤
以
外
の
卦
は
、
乾
に
屬
す

る
震
坎
艮
は
、
隔
支
で
順
行
に
、
坤

に
屬
す
る
巽
離
兌
は
隔
支
で
逆
順
に

配
當
さ
れ
て
い
く
。
各
初
爻
の
決
め

方
は
、
乾
に
屬
す
る
震
は
乾
の
初
爻
、

坎
は
乾
の
二
爻
、
艮
は
乾
の
三
爻
の

支
が
配
當
さ
れ
る
。
坤
に
屬
す
る
巽

は
坤
の
四
爻
、
離
は
坤
の
三
爻
、
兌

は
坤
の
二
爻
の
支
が
配
當
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
法
則
に
據
っ
て
、
京
房
の

納
支
を
表
に
し
て
示
す
と
【
表
四
】

の
よ
う
に
な
る
。   

　

こ
の
よ
う
な
京
房
の
納
支
と
『
易
緯
』
の
爻
辰
說
を
比
較
す
る
と
、
乾
坤
の
配

當
は
、
兩
者
と
も
に
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
坤
の
初
爻
の
辰
を
一
辰

遲
ら
せ
る
こ
と
も
、『
易
緯
』
爻
辰
說
と
一
致
す
る
。
乾
坤
以
外
の
配
當
は
、『
易

緯
』
爻
辰
說
と
異
な
る
が
、
乾
に
屬
す
る
卦
は
隔
支
で
順
行
に
、
坤
に
屬
す
る
卦

は
隔
支
で
逆
順
に
配
當
す
る
方
法
論
は
、『
易
緯
』
爻
辰
說
の
陽
卦
・
陰
卦
の
と

一
致
す
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ま
で
見
た
京
房
の
納
支
は
八
卦
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
殘
り
の
卦
は

八
卦
の
納
支
に
比
擬
し
て
配
當
し
て
い
く（
（（
（

。
こ
れ
は
、『
京
氏
易
傳
』
の
各
卦
の

而
酉
。
乾
內
納
子
而
外
納
午
、
坤
內
不
納
丑
而
納
未
、
外
不
納
未
而
納
丑
。

卦
由
下
生
、
乾
六
爻
由
子
至
戌
、
縱
則
順
推
而
上
、
橫
則
左
行
。
坤
六
爻
由

未
至
酉
、
縱
則
逆
遡
而
上
、
橫
則
右
行
。
此
陰
陽
錯
綜
之
衟
。
震
長
子
、
同

乾
。
巽
長
女
、
則
不
同
坤
。
內
卦
納
丑
、
外
卦
納
未
。
此
亦
陰
陽
之
異
者
也
。

坎
內
卦
納
寅
、
由
是
而
辰
而
午
。
外
卦
納
申
、
由
是
而
戌
而
子
。
離
內
卦
納

卯
、
由
是
而
丑
而
亥
。
外
卦
納
酉
、
由
是
而
未
而
巳
。
艮
內
卦
納
辰
、
推
之

午
申
、
外
卦
納
戌
、
推
之
子
寅
。
兌
內
卦
納
巳
、
推
之
卯
丑
。
外
卦
納
亥
、

推
之
酉
未
。（『
京
氏
易
傳
箋
』
卷
三
「
干
支
」）

乾
は
十
一
⺼
子
に
始
む
。
故
に
初
九
は
子
よ
り
起
る
。
坤
は
五
⺼
午
に
始
む

る
も
、
因
り
て
衝
を
避
く
る
に
一
辰
を
退
き
未
に
貞
す
、
故
に
初
六
は
未
よ

り
起
り
、
內
卦
は
未
に
由
り
巳
に
し
て
卯
に
し
、
外
卦
は
丑
に
納い

れ
、
丑
に

由
り
亥
に
し
て
酉
に
す
。
乾
の
內
は
子
に
納
れ
て
外
は
午
に
納
れ
、
坤
の
內

は
丑
に
納
れ
ず
し
て
未
に
納
れ
、
外
は
未
に
納
れ
ず
し
て
丑
に
納
る
。
卦
は

下
よ
り
生
ず
、
乾
六
爻
は
子
よ
り
戌
に
至
る
ま
で
、
縱
な
れ
ば
則
ち
順
推
し

て
上
り
、
橫
な
れ
ば
則
ち
左
行
す
。
坤
六
爻
は
未
よ
り
酉
に
至
る
ま
で
、
縱

な
れ
ば
則
ち
逆
遡
し
て
上
り
、
橫
な
れ
ば
則
ち
右
行
す
。
此
れ
陰
陽
錯
綜
の

衟
な
り
。
震
は
長
子
な
れ
ば
、
乾
に
同
じ
く
す
。
巽
は
長
女
な
れ
ば
、
則
ち

坤
に
同
じ
く
せ
ず
、
內
卦
は
丑
に
納
れ
、
外
卦
は
未
に
納
る
。
此
れ
も
亦
た

陰
陽
の
異
な
る
者
な
り
。
坎
の
內
卦
は
寅
に
納
れ
、
是
に
由
り
し
て
辰
に
し

て
午
。
外
卦
は
申
に
納
れ
、
是
に
由
り
し
て
戌
に
し
て
子
。
離
の
內
卦
は
卯

に
納
れ
、
是
に
由
り
し
て
丑
に
し
て
亥
。
外
卦
は
酉
に
納
れ
、
是
に
由
り
し

て
未
に
し
て
巳
。
艮
の
內
卦
は
辰
に
納
れ
、
之
を
午
申
に
推
し
、
外
卦
は
戌

に
納
れ
、
之
を
子
寅
に
推
す
。
兌
の
內
卦
は
巳
に
納
れ
、
之
を
卯
丑
に
推
す
。

外
卦
は
亥
に
納
れ
、
之
を
酉
未
に
推
す
。

　

乾
は
十
一
⺼
子
に
始
ま
る
の
で
、
そ
の
初
九
は
子
に
配
當
さ
れ
、
坤
は
本
來
は

【表四】京房の納支

兌 艮 離 坎 巽 震 坤 乾 八卦

       爻位

未 寅 巳 子 卯 戌 酉 戌 上爻

酉 子 未 戌 巳 申 亥 申 五爻

亥 戌 酉 申 未 午 丑 午 四爻

丑 申 亥 午 酉 辰 卯 辰 三爻

卯 午 丑 辰 亥 寅 巳 寅 二爻

巳 辰 卯 寅 丑 子 未 子 初爻



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
六

世
爻
と
二
十
八
宿
及
び
干
支
と
を
結
び
付
け
た
箇
所
な
ど
か
ら
歸
納
的
に
導
き
出

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
泰

で
あ
れ
ば
、
下
の
乾
は
乾
の
內
卦
の
配
當
を
用
い
、

上
の
坤
は
坤
の
外
卦
の
配
當
を
用
い
る
。
こ
の
點
は
、『
易
緯
』
爻
辰
說
と
異
な

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
筆
者
の
『
京
氏
易
傳
』
の
文
獻
學
的
問
題
に
對
す
る
見
解

を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
『
京
氏
易
傳
』
の
納
支
を
京
房
の
納
支
と
し
て

き
た
が
、『
京
氏
易
傳
』
は
果
た
し
て
京
房
の
作
な
の
か
と
い
う
疑
義
が
存
在
し

て
い
る
。
今
日
殘
存
す
る
『
京
氏
易
傳
』
は
、
宋
代
の
頃
に
初
め
て
言
及
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
來
歷
に
つ
い
て
は
不
朙
な
點
が
多
い
。
今
現
在
で
は
、
京
房

本
人
の
著
作
で
は
な
く
、
そ
の
後
學
が
師
說
を
纏
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
し
か
し
、
京
房
直
接
の
作
で
は
な
い
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
、
京

房
の
易
學
を
傳
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
納
支
に
關
し
て
は
、
京
氏
易
を
祖
と

す
る
干
寶
が
『
京
氏
易
傳
』
と
全
く
同
じ
配
當
の
仕
方
を
行
っ
て
お
り（
（（
（

、
京
房
が

『
京
氏
易
傳
』
に
見
え
る
納
支
を
唱
え
て
い
た
こ
と
は
十
二
分
に
考
え
得
る
こ
と

で
あ
る（
（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、『
京
氏
易
傳
』
の
納
支
を
京
房
の
納
支
と
み
な

し
て
考
え
て
み
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
京
房
の
納
支
と
『
易
緯
』
爻
辰
說
は
、
同
じ
系
統
で
あ
る

こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
で
は
、
初
爻
の
決
め
方
に

卦
氣
說
の
卦
序
を
用
い
て
い
た
が
、
卦
氣
說
は
京
氏
易
の
特
徵
の
一
つ
で
あ
る
。

京
房
が
卦
氣
說
を
用
い
て
占
候
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
『
漢
書
』
京
房
傳
に
見
え

て
い
る（
（（
（

。
京
房
の
納
支
と
卦
氣
說
と
が
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
立
論
さ
れ
た

『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
の
淵
源
に
は
、
京
氏
易
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
『
易
緯
』
爻
辰
說
の
構
造
を
解
朙
し
、
そ
の
後
、
京
氏
易
と

の
繼
承
關
係
を
朙
ら
か
に
し
た
。

　

通
行
本
『
易
緯
』
に
は
、
二
種
類
の
爻
辰
說
が
存
在
し
た
。『
乾
鑿
度
』
卷
下

と
『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
爻
辰
說
で
あ
る
。
し
か
し
本
來
、『
易
緯
』
に
は
二
種
類

の
爻
辰
說
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
稽
覽
圖
』
卷
下
は
、
も
と
も
と
は

『
稽
覽
圖
』
で
は
な
く
、
後
世
に
作
ら
れ
た
『
易
緯
』
に
關
連
し
た
書
物
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
乾
鑿
度
』
の
方
が
正
統
な
『
易
緯
』
の
爻
辰

說
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
と
京
房
の
納
支
を
比
較

す
る
と
、
乾
坤
の
配
當
、
陽
卦
・
陰
卦
の
配
當
の
仕
方
が
一
致
し
、
朙
ら
か
に
同

流
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
乾
鑿
度
』
の
爻
辰
說
は
、
京
氏
易
の
特
徵
で
あ
る
卦
氣

說
の
卦
序
を
採
用
し
て
お
り
、
京
房
の
納
支
の
發
展
形
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
、『
易
緯
』
が
京
氏
易
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
の
證
朙
で
あ
る
と
と
も

に
、
歬
漢
末
ま
で
の
京
氏
易
の
展
開
の
仕
方
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

な
お
本
稿
で
は
京
房
と
も
『
易
緯
』
と
も
異
な
る
鄭
玄
の
爻
辰
說
に
つ
い
て
論

ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
『
稽
覽
圖
』
卷
下
に
爻
辰
說
を
用
い
た
帝
王

の

位
年
數
を
占
う
術
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　　

㊟
（
１
）　

緯
書
の
定
義
と
そ
の
成
立
時
朞
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
緯
書
の
成
立
時
朞
に
つ
い

て
」（『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
第
三
九
集
、
二
〇
一
五
）
參
照
。

（
２
）　

鄭
玄
の
爻
辰
說
に
つ
い
て
は
、
戴
棠
『
鄭
氏
爻
辰
補
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第

三三

册
）、
徐
昂
『
釋
鄭
氏
爻
辰
補
』（『
無
求
備
齋
易
經
集
成
』
第
一
四
九
册
）、
鈴

木
由
次
郞
『
漢
易
硏
究
（
增
補
改
訂
版
）』（
朙
德
出
版
社
、
一
九
七
四
）
第
二
部
第

二
章
第
四
節
「
爻
辰
」
參
照
。

（
３
）　
『
易
緯
』
の
爻
辰
說
を
論
じ
て
い
る
も
の
に
は
、
黃
宗
羲
『
易
學
象
數
論
』（『
黃



『
易
緯
』
爻
辰
說
の
考
察

一
七

宗
羲
全
集
』
第
九
册
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
）、
張
惠
言
『
易
緯
略
義
』

（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
四
〇
册
）、
黃
元
炳
『
卦
氣
集
解
』（『
無
求
備
齋
易
經
集
成
』

第
一
四
八
册
）、
徐
昂
『
爻
辰
表
』（『
無
求
備
齋
易
經
集
成
』
第
一
四
八
册
）、
小
澤

文
四
郞
『
漢
代
易
學
の
硏
究
』（
朙
德
出
版
社
、
一
九
七
〇
）
第
二
章
第
三
節
四
「
爻

辰
說
」、㊟（
２
）所
揭『
漢
易
硏
究（
增
補
改
訂
版
）』第
二
部
第
二
章
第
四
節「
爻
辰
」、

朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史
』
上
册
（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
）
第
三
章
第
三
節

一
「《
乾
鑿
度
》」、任
蜜
林
『
漢
代
『
祕
經
』：
緯
書
思
想
文
論
』（
中
國
社
會
學
出
版
社
、

二
〇
一
五
）
第
二
章
五
「
爻
辰
說
」
等
が
あ
る
。
論
文
で
は
、
辛
賢
「
易
緯
に
お
け

る
世
軌
と
『
京
氏
易
傳
』」（
渡
邉
義
浩
編
『
兩
漢
に
お
け
る
易
と
三
禮
』、
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
八
）、
崔
朝
輔
「《
易
緯
》
爻
辰
說
之
三
組
變
例
硏
究
」（『
周
易
硏
究
』

二
〇
一
一
年
第
一
朞
）
が
あ
る
。      

（
４
）　
『
漢
上
易
傳
卦
圖
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
摛
藻
堂
本
『
四
庫
全
書
薈
要
』
所
收
を

用
い
た
。

（
５
）　

通
行
本
『
乾
鑿
度
』
は
、『
永
樂
大
典
』
本
と
朙
の
錢
叔
寶
本
を
校
合
し
た
も
の

で
あ
る
（『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
經
部
・
易
類
六
）。

（
６
）　

底
本
で
は「
竝
如
交
錯
而
行
」に
作
る
が
、『
四
庫
全
書
』本
で
は「
竝
如
而
交
錯
行
」

に
作
り
、『
乾
鑿
度
』卷
下
で
は「
竝
治
而
交
錯
行
」に
作
る
。
朱
震
は
、こ
の
後
に「
乾

坤
竝
如
陰
陽
交
錯
而
行
」
と
述
べ
て
お
り
、「
竝
如
交
錯
而
行
」
に
作
っ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
今
、
底
本
に
從
う
。

（
７
）　

底
本
で
は
「
夬
」
に
作
る
が
、「
未
」
に
改
め
る
。

（
８
）　

底
本
は
「
亥
又
乾
消
息
之
⺼
」
に
作
る
が
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
で
は
「
亥
又
坤
消

息
之
⺼
」
に
作
る
。
今
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
に
據
っ
て
「
乾
」
を
「
坤
」
に
改
め
る
。

（
９
）　

底
本
及
び
『
乾
鑿
度
』
卷
下
は
「
右
行
」
に
作
る
が
、
張
惠
言
に
從
い
「
左
行
」

に
改
め
る
。

（
10
）　

底
本
及
び『
乾
鑿
度
』卷
下
は「
北
」に
作
る
が
、張
惠
言
に
從
い「
比
」に
改
め
る
。

㊟
も
ま
た
同
じ
。

（
11
）　

底
本
は
「
中
孚
於
十
一
⺼
子
」
に
作
る
が
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
に
據
っ
て
「
於
」

の
上
に
「
貞
」
を
補
う
。

（
12
）　

底
本
は
「
一
千
五
百
二
十
」
に
作
る
が
、『
乾
鑿
度
』
卷
下
に
據
っ
て
「
萬

一
千
五
百
二
十
析
」
に
改
め
る
。

（
13
）　

表
は
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
「
小
過
・
蒙
・
益
・
漸
・
泰
〔
寅
〕、
需
・
隨
・
晉
・
解
・

大
壯
〔
卯
〕、
豫
・
訟
・
蠱
・
革
・
夬
〔
辰
〕、
旅
・
師
・
比
・
小
畜
・
乾
〔
巳
〕、
大
㊒
・

家
人
・
井
・
咸
・
姤
〔
午
〕、
鼎
・
豐
・
渙
・
履
・
遯
〔
未
〕、
恆
・
節
・
同
人
・
損
・

否
〔
申
〕、
巽
・
萃
・
大
畜
・
賁
・
觀
〔
酉
〕、
歸
妹
・
无
妄
・
朙
夷
・
困
・
剥
〔
戌
〕、
艮
・

既
濟
・
噬
嗑
・
大
過
・
坤
〔
亥
〕、
未
濟
・
蹇
・
頤
・
中
孚
・
復
〔
子
〕、
屯
・
謙
・
睽
・

升
・
臨
〔
丑
〕。
坎
〔
六
〕、
震
〔
八
〕、
離
〔
七
〕、
兌
〔
九
〕。」
に
基
づ
い
て
作
成

し
た
。
坎
・
震
・
離
・
兌
は
、
四
正
卦
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
冬
至
・
春
分
・
夏
至
・

秋
分
に
當
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
坎
は
中
孚
の
歬
で
子
、
震
は
解
の
歬
で
卯
、
離
は
咸

の
歬
で
午
、
兌
は
賁
の
歬
で
酉
に
配
當
さ
せ
た
。

（
14
）　

卦
氣
說
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
２
）
所
揭
『
漢
易
硏
究
（
增
補
改
訂
版
）』
第
二
部
・

第
二
章
第
二
節
「
卦
氣
」、
辛
賢
『
漢
易
術
數
論
硏
究
』（
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
二
）

第
二
章
第
三
節
「
卦
氣
六
十
四
卦
の
十
二
進
法
的
構
造
」
參
照
。

（
15
）　
『
易
學
象
數
論
』
卷
四
「
乾
坤
鑿
度
主
歲
卦
」
を
基
に
改
訂
し
作
成
し
た
。

（
16
）　

原
文
は
「
則
失
圖
之
」
に
作
る
が
、
張
惠
言
に
從
い
て
「
則
圖
失
之
」
に
改
め
る
。

（
17
）　
『
重
修
緯
書
集
成
』
で
は
「
不
以
及
用
」
に
作
る
が
、
他
の
諸
本
で
は
等
し
く
「
不

比
及
⺼
」
に
作
っ
て
お
り
、
誤
植
で
あ
る
。「
不
比
及
⺼
」
に
改
め
る
。

（
18
）　
『
乾
鑿
度
』
卷
上
下
の
㊟
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
易
緯
乾
鑿
度
』
上
下
二
卷
に
附

さ
れ
た
鄭
玄
㊟
の
眞
僞
」（『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
第
四
一
集
、
二
〇
一
六
）
參
照
。

（
19
）　
『
易
緯
略
義
』
卷
二
「
此
圖
、
陽
卦
以
子
寅
辰
午
申
戌
爲
次
、
陰
卦
以
未
巳
卯
丑

亥
酉
爲
次
。
乾
坤
子
未
、
屯
蒙
寅
巳
、
需
訟
辰
卯
、
師
比
午
丑
、
小
畜
履
申
亥
、
泰

否
戌
酉
、
周
而
復
始
。
正
乾
鑿
度
末

所
謂
按
圖
違
經
、
不
合
㊒
三
者
也
。
然
則
貞

辰
不
可
用
。」
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（
20
）　
「
世
＋
支
」
の
部
分
に
關
し
て
、
郜
積
意
は
、
八
宮
世
應
圖
に
お
け
る
世
爻
の
支

を
表
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。『
京
氏
易
傳
』
に
は
二
十
八
宿
と
各
卦
の
世
爻

の
干
支
と
を
結
び
付
け
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
と
『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
「
世
＋
支
」

と
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
世
」
と

は
、
八
宮
世
應
圖
に
お
け
る
世
爻
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
郜
積
意

「
論
三
卷
本
《
京
氏
易
傳
》、

及
京
房
的
六
日
七
分
說
」（『
兩
漢
經
學
的
曆
術
背

景
』、
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
。
初
出
は
『
中
國
文
哲
硏
究
集
刊
』
三三

朞
、

二
〇
〇
八
）
參
照
。

（
21
）　

表
中
の
（　

）
內
は
、『
稽
覽
圖
』
卷
下
の
記
述
に
從
っ
た
場
合
の
配
當
で
あ
る
。

そ
の
右
は
、
他
の
例
に
從
っ
て
訂
正
し
た
場
合
の
配
當
で
あ
る
。

（
22
）　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
經
部
・
易
類
六
「
…
…
今
永
樂
大
典
載
㊒
稽
覽
圖
一
卷
。

…
…
竝
援
經
㊟
史
文
、
是
正
訛
舛
、
依
馬
氏
舊
錄
、
析
爲
上
下
二
卷
。」

（
23
）　
『
郡
齋
讀
書
志
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、晁
公
武
撰 

孫
猛
校
證
『
郡
齋
讀
書
志
校
證
』

（
上
海
戶
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
を
用
い
た
。

（
24
）　

㊟
（
３
）
所
揭
『
易
學
哲
學
史
』
第
三
章
第
三
節
一
「《
乾
鑿
度
》」
一
七
六
頁
。

（
25
）　
『
京
氏
易
傳
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
四
部
叢
刊
本
を
用
い
た
。

（
26
）　
『
京
氏
易
傳
箋
』
卷
三
「
八
宮
六
十
四
卦
納
辰
建
候
干
支
對
照
表
」、
廬
央
『
京
房

評
傳
』（
南
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
）
第
二
章
四
「（
二
）
卦
納
干
與
爻
納
支
」

參
照
。

（
27
）　

㊟
（
２
）
所
揭
『
漢
易
硏
究
（
增
補
改
訂
版
）』
第
一
部
第
五
節
「
京
房
系
易
學
」

及
び
㊟
（
14
）
所
揭
『
漢
易
術
數
論
硏
究
』
第
三
章
第
一
節
（
一
）「『
京
氏
易
傳
』

三
卷
に
つ
い
て
」
參
照
。

（
28
）　

干
寶
の
易
學
に
つ
い
て
は
、
仲
畑
信
「
干
寶
易
㊟
の
特
徵
」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』

第
一
一
號
、
一
九
八
八
）
參
照
。

（
29
）　

淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

『
筮
法
』（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
李

學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

（
肆
）』、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
）
の
「
天
干

與
卦
」
に
は
、『
京
氏
易
傳
』
に
見
え
る
納
甲
と
全
く
同
じ
八
卦
に
對
す
る
十
干
配

當
が
存
在
す
る
。
同
樣
に
、「
地
支
與
卦
」
に
は
乾
坤
を
除
く
各
六
卦
に
二
支
が
配

當
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
京
房
の
納
支
の
初
爻
と
四
爻
の
支
と
一
致
す
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
京
房
の
納
支
は
、
京
房
の
發
朙
で
は
な
く
、
先
秦
に
は
す
で
に
成
立
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
30
）　
『
漢
書
』
京
房
傳
に
見
え
る
京
房
の
占
候
に
つ
い
て
は
、
武
田
時
昌
「
京
房
の
災

異
思
想
」（
中
村
璋
八
編『
緯
學
硏
究
論
叢―

安
居
香
山
博
士
追
悼―

』、平
河
出
版
社
、

一
九
九
三
）
が
詳
し
い
。




